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都市公園整備・管理方針について
（吹田市）



1. 吹田市の概況
2. 吹田市の都市公園等の現状
3. 都市公園等の整備・管理方針
⑴基本方針の概要
⑵各種施策の内容
■これまでの取り組み(その他の導入事例)
■魅力向上事業について
・江坂公園・桃山公園
・中の島公園
■その他事業について
・身近な都市公園等の機能特化・分担化
・包括的民間委託



吹田市の人口・特徴など

位置 大阪府の北部(南は大阪市に隣接)

面積 36.09k㎡

人口

378,485人(令和３年９月末)
381,024人(令和４年９月末)
382,491人(令和５年９月末)
383,669人(令和６年９月末)
386,330人(令和７年９月末)

地勢 北部は千里丘陵、南部は沖積低地

土地利用
市域の大部分が都市的土地利用
市域全域が市街化区域(人口集中地区DID)
(市街地63.9%、普通緑地20.1%、

農地1.8%、その他14.3%)

特徴

•交通利便性の高い都市
•みどり豊かで都市基盤が整った都市
•学術、研究、医療、文化環境が充実
した都市

•地域ごとに異なる魅力を有する都市



吹田市都市公園等整備・管理方針

都市公園等の課題
【整備課題】

○様々なニーズとまちづくりに対応する再整備
○小規模な都市公園等の増加への対応
○未整備地域への新規整備

【維持管理課題】
○公園施設の管理水準の向上
○公園施設の計画的な長寿命化・更新
○行財政運営の一層の効率化

【運営管理課題】
○遊園の有効活用
○柔軟な利用に対するニーズと
利用マナーに対する苦情への対応

など

都市公園等を取り巻く社会潮流
・都市公園等の多機能性の再認識
・都市の特性に応じた発揮

平成29年
都市公園法改正
(公園の再生・活性化制度の充実)

令和２年度 吹田市都市公園等整備・管理方針策定
基本方針１
主要な都市公園の活性化
による都市魅力の向上

基本方針２
都市公園等の配置・規 模・機
能の再編と適正管 理の推進

基本方針３
多様な主体とのパートナー
シップに基づく都市公園等
行政の推進



基本方針の概要

基本方針１ 主要な都市公園の活性化による都市魅力の向上

(１)まちづくりの視点に立った主要な都市公園のパークマネジメントの推進
■特別な公園として力を入れていく公園を設定
■目指すべき姿、パークマネジメントプランの策定

(２)市民・都市への多機能性発揮に向けた主要な都市公園の再整備
■目指すべき姿に沿って行政として公共施設等の改築・更新
■カフェ・レストランなどの収益施設の整備(Park-PFI等)

(３)都市魅力の向上に向けた主要な都市公園の管理運営の充実
■きめ細かい高質な管理
■プログラムやイベントの実施
■公園協議会を設置し柔軟な利用を推進

主要な都市公園の魅力向上事業



花とみどりの情報センターによるみどりのまちづくり
基本３



花とみどりの情報センターによるみどりのまちづくり
基本３



公園ボランティア制度の充実



健都レールサイド公園の整備・管理 基本1・３



健都レールサイド公園の整備・管理 基本1・３



千里南公園へのカフェレストランの誘致 基本1・３



高野公園における国家戦略特区制度の活用 基本1・３



P-PFI・指定管理者制度について
Park-PFI

概要

公園の魅力向上を目的とし、公園施設の整備運営を
民間提案で一体的に行うもの。

指定管理者制度
概要
公共施設の管理業務の効率化を目的とし、運営管理を
民間事業者に任せる制度。

項目 P-PFI 指定管理者制度

根拠法 •都市公園法 •地方自治法

主目的 (メリッ
ト)

•民間提案による公 園
の魅力向上

•施設整備費用削減

•管理運営の効率化

•管理コストの削減

•利用者サービス向上

民間の役割

•公募対象公園施 設
及び特定公園施 設の
整備

•公募対象公園施設 の
運営

•公共施設維持管理

•イベント運営

民間の収入 •公募対象公園施設 に
よる収益

•指定管理料

•自主事業による収益

契約期間 •10～20年が多い
(20年まで) •3～5年が一般的



提案書(江坂公園)



レストラン(江坂公園)



カフェ(江坂公園)



カフェの夜間活用(江坂公園)



大型遊具(江坂公園)



オープニングイベント(江坂公園)

38



公園利用促進のための取組み

利用促進事業
利用促進を目的とした様々なイベントを行っています。令和７年度は、13回開催されました。

6月 Well-Being ESAKA(4,500人) 8月 江坂公園サマーフェス(4,000人) 3月 さくらまつり(5,200人)





パークセンター(桃山公園)



駐車場(桃山公園)



あずまや・休憩所(桃山公園)



イベント(桃山公園)



ワークショップ【中の島公園】



R4年の社会実験【中の島公園】



市による再整備後【中の島公園】



事業者再整備イメージ【中の島公園】



事業者提案書パース【中の島公園】



身近な都市公園等の機能特化・分担化 基基本本2・2３

予算や人員が限られる中、持続可能な維持管理を進めて 
背景 いくため、「公園の施設数を減らしていく」「バリアフリーなど 方
針の基準には適合しつつ管理しやすく整備」

モデル 機運の高い地区で、遊園の機能を見直し、遊具などの施 実
施 設を減らす分、中心的な公園の施設を充実させるなど地 区全
体の公園のあり方を、住民と一緒に検討



ワーキンググループ【青山地区】



社会実験【青山地区】



○○遊園 案              遊戯利用優先型(遊戯型)

現況写真

【案内板】改修
※既存の園名版に、公園名と「青山

台地区遊園めぐりマップ」を掲載

しますが、健康遊具等の設置施設

も記載するため、整備最終年で他 の

遊園と併せて設置します。

【入口階段手摺】 
片側設置予定

【スロープ】設置予定

円形うんていとスイング遊具

高さ約550㎜

【樹木】撤去済

【ベンチ1基】

幅約1200㎜

※新規施設の配置箇所は変更になる可能性があります。
※工事積算で、内容に変更が生じる可能性があります。

【箱ブランコ】撤去済
【ステップ】撤去済
【樹木】撤去済



包括的民間委託の導入(検討中) 基本３

吹田市における課題
１０年後大丈夫か？

・発注量が多い(R6実績 約3４0件/年)
・維持管理に従事する職員の高齢化・人員不足

正規職員の４名平均年齢は50才オーバー！！
・若手職員への技術、ノウハウ継承

20年以上同一の職員が担当
・要望が多い(約2,200件/年)
・事業者はそれほど問題と感じていない

※包括民間委託導入の手引き(P16)引用



公園の魅力向上事業等を進めて
• サウンディング型市場調査等による、事業者ニーズの把握
→どの公園でもPark-PFI制度が導入できるわけではない(公園のポテンシャル)
先行して市による再整備が必要な場合もある

• ワークショップや社会実験による、市民ニーズの把握
→公園利用者の思いを再整備や管理運営に反映、サイレントマジョリティーの抽出

• 地域貢献に想いのある事業者の発掘及びマッチング
→地元のことは地元でやる、地域に精通した事業者は地域に愛される

• 自ら企画し実行する市民プレイヤーの発掘
→公園を使いこなす人材をワークショップ等で発掘

• 関係部署との緊密な連携
→部署間の垣根を超えた関係性を構築

• 各公園の特性を踏まえた対応

→公園ごとの経過や歴史、地域性を把握しておく


